
この実施計画は，行財政改革の基本的な方向を示した『第3次都
留市行財政改革大綱』を指針として策定したものです。また、新た
な行政需要や厳しい財政状況、さらには地方分権の推進に的確に
対応するため、行財政改革の具体的方策について、目標年度（14～
17年度）を定め、計画的に進めてきたものです。
14～17年度までの実績は、122項目のうち62％にあたる76項目が

実施済、実施中で、38％にあたる46項目が検討中となっています。
この4年間の行財政改革への取り組みを今後の行財政経営に生か

しつつ、更なる行財政改革の推進に向け、引き続き、「都留市行財
政改革集中改革プラン後期実施計画」として17～21年度まで推進す
ることとし、今後も積極的に取り組んでいきます。
この計画で実施した施策の主な内容については、次のとおりと

なっています。また、詳細については、市のホームページで公開
するとともに、情報公開窓口（総務課）、政策形成課、各地域コミ
ュニティセンターで縦覧できますのでご覧ください。

行
財
政
経
営
の
効
率
化
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
向
上
、
さ
ら
に
地
域
雇
用
の
拡
大
・

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
観
点
か
ら
も
、

実
施
し
た
主
な
施
策

２
情
報
化
の
推
進

３
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の

簡
素
化
・
効
率
化

平
成
11
年
４
月
か
ら
制
度
化
し
て
い
る「
市

民
委
員
会
」制
度
に
お
い
て
提
案
の
あ
っ
た
も

の
の
中
で
、「
都
留
水
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
」よ

り
提
案
の
あ
っ
た
家
中
川
を
活
用
し
た
小
水

力
利
用
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
平
成
18

年
４
月
６
日
に
竣
工
し
た「
家
中
川
小
水
力
市

民
発
電
所（
元
気
く
ん
１
号
）」と
し
て
結
実
し

ま
し
た
。

市
の
基
本
的
な
施
策
の
策
定
に
あ
た
り
、

広
く
市
民
の
意
見
を
求
め
る
た
め
、
都
留
市

行
財
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
外
５
件
に
つ

い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
を
実

施
し
ま
し
た
。

平
成
15
年
４
月
１
日「
都
留
市
ま
ち
づ
く
り

市
民
活
動
推
進
条
例
」を
施
行
し
、
同
条
例
に

基
づ
き
、
同
年
７
月
30
日
に
は「
都
留
市
ま
ち

づ
く
り
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
、
同
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
東
桂
・
谷

村
・
禾
生
地
区
に
続
き
、
宝
・
盛
里
・
開

地
・
三
吉
地
区
の
全
地
区
に
お
い
て「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
会
」が
設
立
さ
れ
事
業
展
開

し
て
い
ま
す
。

市
民
満
足
度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
図
る
た
め
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導

１
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

（
地
方
分
権
の
推
進
）

情
報
技
術（
Ｉ
Ｔ
）を
導
入
す
る
こ
と
が
目

的
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｔ
を
道
具
と
し
て
と
ら
え
、

住
民
に
対
し
て
新
た
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
内
部
的
に
は
行
財
政
経
営
の
改
革
を
行

っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
17
年
度
に
電
子

市
役
所
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、

電
子
市
役
所
推
進
本
部
を
設
置
し
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

戸
籍
関
係
証
明
書
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録

証
明
書
、
公
図
証
明
書
交
付
・
閲
覧
な
ど
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
し
ま
し
た
。

入
し
ま
し
た
。
17
年
度
は
市
の
全
課（
一
部

除
く
）に
お
い
て
、
全
事
務
事
業
３
２
３
事
業

を
対
象
に
実
施
し
、
外
部
委
員（
行
政
改
革
推

進
委
員
）に
よ
る
外
部
評
価
を
行
っ
た
結
果
、

重
点
化
20
、
見
直
し
62
、
統
合
３
、
休
廃
止

12
、
現
状
維
持
２
２
６
と
な
り
ま
し
た
。
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14
年
度
よ
り
３
年
間
早
期
退
職
制
度
を
実

施
し
、
年
齢
構
成
の
是
正
を
図
り
、

柔
軟
性
に
富
ん
だ
コ
ン
パ
ク
ト
で

効
率
的
な
組
織
を
整
え
、
徹
底
し

た
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
定
員
適
正
化
の
た
め

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
ま

す
。（
18
年
度
継
続
）

交
通
事
情
の
変
化
や
社
会
変
化

に
対
応
し
、
簡
素
で
合
理
的
な
制

度
に
改
正
し
、
旅
費
経
費
削
減
を

図
る
た
め
、
県
内
出
張
の
日
当
廃

止
を
実
施
し
ま
し
た
。

４
定
員
管
理
と
給
与
等
の
適
正
化

山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
設
立
し
、

印
鑑
登
録
証
明
書
、
住
民
票
の
写
し
、
所
得

証
明
書
、
土
地
・
家
屋
証
明
、
納
税
証
明
書

な
ど
の
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
共
同
開
発
を

図
り
、
単
独
で
の
開
発
に
比
べ
て
大
幅
な
経

費
削
減
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

９
地
方
議
会
に
つ
い
て

行
政
情
報
を
提
供
し
、
市
民
参
加
意
識
の

充
実
を
図
る
た
め
、
検
索
機
能
を
設
け
た
議

会
の
会
議
録
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
ま

し
た
。

民
間
活
力
に
期
待
す
べ
き
事
務
事
業
を
抽
出

し
、
そ
の
適
否
を
検
討
し
な
が
ら
外
部
委
託

の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
都
留

市
体
育
協
会
に
、
市
民
総
合
体
育
館
な
ど
の

体
育
施
設
を
委
託
）

情
報
技
術（
Ｉ
Ｔ
）を
活
用
し
て
、
下
水
道

1  協働のまちづくりの推進（地方分権の推進）

2  情報化の推進

3  行財政システムの簡素化・効率化

4  定員管理と給与等の適正化

5  人材育成と職員の資質向上

6  財政の健全化

7  公共施設の設置及び管理運営

8  広域行政の推進

9  地方議会について

計

21

21

18

9

10

28

9

3

3

122

だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
な
デ
ザ
イ

市
制
50
周
年
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト「
家
中
川

小
水
力
市
民
発
電
所（
元
気
く
ん
１
号
）」の
財

源
と
し
て
、
市
民
参
加
型
ミ
ニ
公
募
債「
つ
る

の
お
ん
が
え
し
債
」を
発
行
し
た
と
こ
ろ
４
倍

を
超
え
る
公
募
が
あ
り
、
新
た
な
財
源
確
保

と
市
民
の
行
政
参
加
を
促
す
手
法
の
推
進
が

で
き
ま
し
た
。

17
年
度
見
直
し
の
た
め
の
検
討
を
重
ね
、

18
年
度
よ
り
市
民
税
及
び
固
定
資
産
税
の
納

期
前
の
納
付
の
報
償
金
の
率
並
び
に
限
度
額

の
減
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
社
会
経
済

環
境
に
即
し
た
税
負
担
の
公
平
性
及
び
経
費

削
減
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

職
員
の
意
識
改
革
を
促
す
と
と

も
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
・
事
務
効

率
の
向
上
な
ど
を
図
る
た
め
、
職

員
提
案
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

（
17
年
度
ま
で
に
15
人
の
職
員
か
ら

30
件
の
提
案
）

８
広
域
行
政
の
推
進

７
公
共
施
設
の

設
置
及
び
管
理
運
営

６
財
政
の
健
全
化

５
人
材
育
成
と

職
員
の
資
質
向
上

の
使
用
料
に
関
す
る
事
務
を
、
水
道
使
用
料

に
関
す
る
事
務
に
一
元
化
し
、
事
務
の
簡
素

化
・
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。

県
と
の
人
事
交
流
と
し
て
16
〜
17
年
度
１

名
を
派
遣
し
促
進
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、

企
業
へ
の
派
遣
研
修
と
し
て
山
梨
総
合
研
究

所
へ
17
〜
18
年
度
１
名
を
派
遣
し
、「
顧
客
志

向
・
成
果
志
向
・
コ
ス
ト
意
識
」の
醸
成
を
図

っ
て
い
ま
す
。

ン（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
）を
推
進
す
る

た
め
の
指
針
を
定
め
、
施
設
整
備
面
だ
け
で

な
く
案
内
な
ど
の
表
示
に
も
可
能
な
限
り
取

り
入
れ
ま
し
た
。
ま
た「
も
の
」だ
け
で
な
く
、

「
こ
こ
ろ
」の
面
に
お
い
て
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
理
念
を
推
進
し
ま
し
た
。

東
桂
小
学
校
余
裕
教
室
・
宝
小
学
校
体
育

館
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
学
童
保
育
に
活
用
、
17

年
度
に
都
留
文
科
大
学
附
属
小
学
校
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
に
多
目
的
ホ
ー
ル
を
増
築
し
、
開

地
地
区
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
及
び

学
童
保
育
施
設
と
し
て
教
育
目
的
以
外
へ
の

有
効
利
用
を
図
り
ま
し
た
。
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